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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
学論文内容の要旨に示したように、本論文は環境磁気計測に用いられるフラックスゲ
ートセンサの特徴である磁界感度の高さを維持したまま、従来困難であったセンサ素子
の小型化を実現することを目的として、磁区観察によって本センサの高感度発現のメカ
ニズムを解明するととともに、磁性コア材料に張力印加と端部形状の工夫による磁区構
造制御を適用し、センサの小型・高感度化を実現した成果についてまとめたものである。
電気電子工学、磁気応用工学の発展に寄与するところが大であり、博士（工学）の学位
論文に値するものと認められる。 
本論文に関し、審査会および公聴会において、審査委員および出席者からセンサの製造
方法・コスト、磁界検出の分解能の定義、磁区構造制御の物理的原理等について多くの
質問がなされたが、いずれも適切な回答がなされ、質問者の理解が得られた。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査 
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
